
 

＝
冬
の
歌
＝ 

 

 

 

 

 

 

『サロン・マグノリア 岡玲子文

集』 

 

 

 

 

 

『』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サロン・マグノリア―岡玲子文集』 

 

 

     

              

              

✪

芹
沢
光
治
良
文
学
愛
好
会
の
会
報 

通
信 

№
553
№
554

♠ 

♡ 

♦ 

♧ 

 
 

芹
沢
光
治
良
文
学
愛
好
会
の
例
会
、
東
中
野
区
民
活
動
セ
ン
タ
ー
の
洋
室
４ (

２
階)

。 

 
   

３
月
22
日(

日) 
13:00

～17:00

に
読
書
会   

司
会  

豊
田
英
文 

    

テ
キ
ス
ト  

短
編
小
説
「
鎮
魂
歌
」(

『
芹
沢
光
治
良
文
学
館
９ 

短
編
集
』
平
成
９
年
２
月
10
日
発
行
。 

  

送
付
資
料
は
、
①
沼
津
市
芹
沢
光
治
良
記
念
館
・
企
画
展
「
富
士
山
か
ら
芹
沢
光
治
良
の
作
品
ひ
も
と
く
」( 

 

直
筆
原
稿
な
ど
70
点
展
示) 

２
月
10
日 

東
京
新
聞
。
②
例
会
資
料
「
旧
石
丸
邸
と
一
高
か
ら
留
学
ま
で
に
芹
沢 

 

光
治
良
が
見
え
た
世
界
」
豊
田
英
文 

写
真
、『
人
間
の
運
命
』
第
３
章 

愛 

第
４
巻 

出
発 

旧
石
丸
邸 

 

 

大
正
11
年
26
歳
～
同
14
年
29
歳 

『
春
箋
』
に
石
丸
邸
の
描
写
が
あ
る
。
③
岡
林
は
な
句
集
『
苔
の
鎮
』 

 

昭
和
60
年
７
月
13
日
発
行 

月
例
読
書
会
テ
キ
ス
ト
「『
苔
の
鎮
』
に
寄
せ
て
」
芹
沢
光
治
良
、
岡
林
は
な 

 

経
歴
、
跋
文 

岡
林
よ
し
ゑ
。 

鈴
木
春
雄
編
集
・
作
成
。 

        

４
月
25
日(

日) 
13:00

～17:00

に
読
書
会   

司
会  

豊
田
英
文 

    

テ
キ
ス
ト  

『
人
間
の
運
命
』「
父
と
子
」(

第
一
章
～
第
四
章) 

新
潮
文
庫 

  

送
付
資
料
は
、
①
【
沼
津
市
芹
沢
光
治
良
記
念
館
】
企
画
展
「
光
治
良
と
神
展
～
最
晩
年
の
作
品
か
ら
～
」
総 

 
  

集
版 

図
録
の
刊
行
と
頒
布
の
お
知
ら
せ 

 

②
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
大
学 

ア
ダ
ム
・
ラ
イ
オ
ン
ズ
さ
ん
か
ら 

 
  

③
芹
沢
光
治
良
生
誕
１
３
０
年
を
踏
ま
え
た
読
書
会
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て 

④
サ
ロ
ン
マ
グ
ノ
リ
ア
の
会
場 

 
  

使
用
に
つ
い
て 

 
*

こ
の
２
回
の
例
会
は
、
既
に
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。
愛
好
会
の
活
動
の
紹
介
で
す
。 

◎

芹
沢
文
学
愛
読
者
の
会 

短
信 

第
２
４
０
号 

 

２
０
２
６
年
４
月
５
日
発
行 

 

①
旧
石
丸
邸
訪
問
「
旧
石
丸
邸
で
の
芹
沢
光
治
良
文
学
愛
好
会(

東
京)

読
書
会
に
参
加
し
て
」 

平
石
政
行 

 

【
要
約
】
去
る
二
月
二
十
六
日(

木)

、
久
々
に
上
京
し
て
芹
沢
光
治
良
文
学
愛
好
会
の
読
書
会
に
参
加
し
た
。
森 

 
次
郎
と
田
部
氏
ゆ
か
り
の
「
旧
石
丸
邸
」
が
会
場
。
洋
館
は
今
な
お
結
婚
式
場
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。
若 

 
き
日
の
次
郎
と
同
じ
場
所
で
同
じ
空
気
を
吸
っ
て
い
る
。
読
者
冥
利
に
尽
き
る
ひ
と
時
。
テ
キ
ス
ト
は
『
野 

 

の
花
』、
岡
島
は
る
さ
ん
の
エ
ッ
セ
イ
。
新
潮
社
の
北
村
暁
子
さ
ん
も
参
加
。「
芹
沢
先
生
は
、
日
本
の
物
故
作 

 

家
の
中
で
今
な
お
全
集
が
売
れ
続
け
て
い
る
稀
有
な
作
家
の
お
一
人
で
す
」
と
紹
介
。
二
十
三
人
の
参
加
者
。 

 

②
芹
沢
光
治
良 
自
伝
抄
「
捨
て
犬
か
雑
草
の
よ
う
に
」
第
８
回
「 

“
家
庭
教
師
”
で
一
高
パ
ス
」
も
紹
介
。 

✡
沼
津
芹
沢
光
治
良
文
学
愛
好
会 

５
月
４
日(

月
・
祝) 

13:30

～15:00  

 

芹
沢
光
治
良
先
生
の
生
誕
１
３
０
年 

芹
沢
光
治
良
を
偲
ぶ
会 

沼
津
市
芹
沢
光
治
良
記
念
館 

２
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー 

 
 

当
日
は
，
記
念
館
の
入
館
料
無
料
、
参
加
費
不
要
。 

 

第
一
部  

講
演
「
光
治
良
作
品
に
登
場
す
る
音
楽
家
、
楽
曲
」 

 
 
 

第
二
部 

電
子
ピ
ア
ノ
演
奏 

光
治
良
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
出
会
っ
た
音
楽 

 
 

代
表 

不
破 

久
温 

副
代
表 

芹
沢 

光
司 
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◎ 
芹
沢
光
治
良
記
念
文
化
財
団 

❖ 

✡  
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 

マ
グ
ノ
リ
ア
の
会 
芹
沢
家(

光
治
良
・
文
子
・
玲
子)

の
思
い
出
を
語
る
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

- 

参
加
者
の
皆
さ
ん
、
思
い
出
を
語
り
合
い
ま
し
ょ
う - 

 
 
 
 
 
 
 

■
日
時 

令
和
８
年
３
月
７
日(
土) 

14:00

～16:00 

■
会
場 

サ
ロ
ン
・
マ
グ
ノ
リ
ア 

 
 
 
 
 
 
 

■
募
集 

40
名(

予
約
制) 

■
参
加
費 
１
０
０
０
円 (

茶
菓
子) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
<

プ
ロ
グ
ラ
ム> 

⑴
「
芹
沢
家
」
思
い
出
の
写
真
紹
介 

 

⑵
「
芹
沢
光
治
良
」
映
像
で
紹
介
・
中 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

野
文
学
散
歩 

い
つ
か
見
た
街
の
作
家
・
芹
沢
光
治
良 

⑶
「
参
加
者
の
思
い
出
話
」 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
*

こ
の
案
内
は
、
既
に
終
わ
っ
て
い
ま
す
が
、
御
紹
介
ま
で
。 

 

❂
芹
沢
光
治
良
生
誕
１
３
０
年
記
念
講
演
会
『
わ
が
青
春
の
芹
沢
光
治
良 ―
愛
と
死
の
文
学
』
大
野
一
道 

氏 

 

令
和
８
年
５
月
31
日(

日) 14:00

～16:00 

会
場 

サ
ロ
ン
・
マ
グ
ノ
リ
ア 

募
集
40
名(

予
約
制) 
参
加
費 

１
０
０
０
円 (

茶
菓
子) 

 
 

【
申
込
／
問
合
せ
】
参
加
希
望
の
方
は
５
月
28
日
ま
で
に 

財
団 

事
務
局 

池
田
三
省 

携
帯
電
話 

080-5088-1660
 

☆ 

沼
津
市
芹
沢
光
治
良
記
念
館 

 
 

図
録 

企
画
展
『
光
治
良
と
神
展 ―

最
晩
年
の
作
品
か
ら―

』 

全
64
頁 

 
 

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
発
行 

沼
津
市
教
育
委
員
会 

事
務
局
文
化
振
興
課  

鈴
木
吉
維
監
修 

 

目
次 

 

本
書
の
刊
行
に
つ
い
て 

 

光
治
良
を
育
ん
だ
自
然 

『
神
の
微
笑
』
作
品 

 

の
内
容 

 

『
神
の
微
笑
』
作
品
を
読
む
時
の
ポ
イ
ン
ト   

『
神
の
慈
愛
』
作
品
の
内
容 

『
神
の
慈
愛
』
作
品
を
読
む
時
の
ポ
イ
ン
ト 

『
神
の
計
画
』
作
品
の
内
容 

 

『
神
の
計
画
』 

 

作
品
を
読
む
時
の
ポ
イ
ン
ト 

  

図
解<

神
シ
リ
ー
ズ>   

『
人
間
の
幸
福
』
作
品
の
内
容 

『
人
間
の
幸
福
』
作
品
を
読
む
時
の
ポ
イ
ン
ト 

『
人
間
の
意
志
』
作
品
の
内
容 

 

『
人
間 

 

の
意
志
』
作
品
を
読
む
時
の
ポ
イ
ン
ト 

『
人
間
の
生
命
』
作
品
の
内
容 

『
人
間
の
生
命
』
作
品
を
読
む
時
の
ポ
イ
ン
ト 

『
人
間
の
意
志
』
作
品
の
内
容 

『
人
間
の
意
志
』
作
品
を
読
む
時
の
ポ
イ
ン
ト  

『
大
自
然
の
夢
』
作
品
の
内
容 

『
大
自 

 

然
の
夢
』
作
品
を
読
む
時
の
ポ
イ
ン
ト  

『
天
の
調
べ
』
作
品
の
内
容 

『
天
の
調
べ
』
作
品
を
読
む
時
の
ポ
イ
ン
ト  

「
遺
稿
」 

逝
去
の
沼
津
朝
日
の
記
事 

連
作
の
ロ
シ
ア
語
訳
関
係 

「
芹
沢:

聞
こ
え
た
人
」 

墓
所(

墓
碑
銘 

納
骨
記
事) 

最
期
の
写
真
。 

 
四
季
報 

 

春
号 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

第
百
三
十
七
号 (

№
１
３
７
〕 

 
 

芹
沢
文
学
研
究
会 

・ 

会
報 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令
和
８(

２
０
２
６
）
年
４
月
29
日(

水)

刊
行 

   

＝
初
夏
の
歌
＝   

 

初
夏

し

ょ

か

の
風

か
ぜ …

 

 

爽
さ
わ

や
か
に
吹 ふ

き 

 

庭
に
わ

の
木
々

き

ぎ 

 

青
葉

あ

お

ば 

若
葉

わ

か

ば

と 

 

な
る
ぞ 

嬉
う
れ

し
き 

 
 

松
林
庵
主
人 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

図録『光治良と神展』表紙 

   



会
員
便
り
が
届
き
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
小
串 

   

 
 

◎
同
封
資
料
／
① 

批
評
「
転
移｣

で
救
わ
れ
た
青
少
年
期
ー
芹
沢
光
治
良
『 

親
と
闘
っ
た
文
豪 

』
山
本
祥
一
朗 

著 

平
成
20 (2008) 

  

年
４
月
25
日 

有
楽
出
版
社
発
行   

②
随
筆
「
生
き
た
石
こ
ろ
や
盆
栽
の
た
の
し
み
」
芹
沢
光
治
良
「
人
生
読
本 

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
昭 

 
和
56(1981)

年
６
月
12
日 

河
出
書
房
新
社
発
行 

〔
資
料
提
供 

中
村 

輝
子
〕   

③
文
学
評
論 

連
載
「
芹
沢
文
学
講
話
」
㊺ 

 
芹
沢
光
治
良
と
三
木
清 

＝
パ
リ
で
交
流
し
た
哲
学
者
・
評
論
家
三
木
清 

＝  

芹
沢
文
学
研
究
会 

代
表 

小
串 

信
正 

◎
芹
沢
文
学 

豆
知
識
㉙   

長
編
小
説
『
新
し
い
パ
リ
』
昭
和
28
年
２
月
10
日 

小
説
朝
日
社
発
行 

 

戦
後
の
昭
和
26
年
５
月
か
ら
、
ス
イ
ス
の
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
で
開
催
さ
れ
た 

 

世
界
ペ
ン
大
会
に
日
本
代
表
と
し
て
参
加
す
る
た
め
に
、
渡
欧
し
ま
し
た 

 

が
、
パ
リ
に
滞
在
し
た
時
の
こ
と
を
杉
新
太
郎
と
し
て
小
説
化
し
た
の
が
、 

 

長
編
小
説
『
新
し
い
パ
リ
』
で
す
。
留
学
し
て
い
た
時
に
下
宿
し
て
い
た 

 

家
を
訪
ね
た
り
、
学
友
の
家
族
に
再
会
し
ま
す
。
ジ
ャ
ッ
ク
の
リ
リ
ー
夫 

 

人
に
も
再
会
し
ま
す
。
結
核
療
養
を
し
た
エ
ー
ン
県
の
オ
ー
ト
ビ
ル
に
ボ
ナ
フ
ェ
博
士
を
訪
ね
た
り 

 

も
し
ま
す
。
旧
友
フ
ー
ベ
ル
の
仲
介
で
Ａ
出
版
社
か
ら
作
品
を
仏
訳
す
こ
と
も
進
み
ま
す
。
日
本
料 

 

理
店
の
ア
イ
ダ
夫
人
と
の
交
流
も
書
か
れ
て
い
ま
す
。
ア
ナ
ー
キ
ス
ト
の
シ
イ
ナ
さ
ん
に
も
再
会
し 

 

ま
す
。
パ
リ
へ
の
紀
行
文
と
も
言
え
る
長
編
小
説
で
す
。 

『
芹
沢
光
治
良
文
学
館 

２
』(

平
成
７
年 

 

12
月
10
日 

新
潮
社
発
行)

に
も
再
録
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
御
一
読
下
さ
い
。 

 

☆ 

新
年
度
に
な
り
ま
し
た
、
未
納
の
方
は
年
会
費
の
納
入
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

郵
送
費
が
値
上
げ
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
今
年
度
か
ら
年
会
費
を
２
０
０
０
円
に
値
上
げ
し
ま
す
。
御

了
承
下
さ
い
。
同
封
の
郵
便
振
替
に
て
年
会
費
の
納
入
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
自
主
的
な
寄
付
も

受
入
れ
ま
す
が
、
無
理
を
さ
れ
ま
せ
ん
よ
う
に
。
ど
う
か
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

▽
郵
便
振
替
の
振
替
口
座
の
方
式
が
変
わ
っ
た
の
で
、
御
面
倒
で
す
が
、
納
入
さ
れ
ま
し
た
ら

「
振
替
口
座 

年
会
費
入
金
報
告
」
に
入
金
の
月
日
・
金
額
・
氏
名
を
記
入
し
て
、
同
封
の
封
筒(

切

手
が
は
っ
て
い
ま
す
の
で)

に
て
必
ず
御
返
送
下
さ
い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

▽
新
入
会
員
の
紹
介 

 

そ
の
後
の
入
会
者
は
有
り
ま
せ
ん
。
新
入
会
員
を
お
誘
い
下
さ
い
。
♤ 

♣ 

♡ 

♦ 

 

…
…
…
…
 

☆ 

編
集
後
記 

★…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
 

編
集
責
任 

小
串
信
正…

…
…
…
 
 
 

 

芹
沢
文
学
研
究
会
の
会
報 

第
１
３
７(

春)

号
と
同
封
資
料
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。
春
の
雨

が
降
り
つ
つ
、
初
夏
の
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
木
々
の
若
葉
が
生
き
生
き
し
て
い
ま
す
が
、
お

元
気
に
お
過
ご
し
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
と
イ
ス
ラ
エ
ル
の
イ
ラ
ン
攻
撃
が
始
め
ら

れ
、
停
戦
の
交
渉
が
進
ま
ず
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
暗
殺
未
遂
が
あ
っ
た
り
で
、
今
後
ど
う
な
る

の
か
心
配
で
す
。
全
世
界
的
に
石
油
不
足
で
ガ
ソ
リ
ン
代
や
石
油
製
品
が
高
騰
し
て
多
く
の

人
々
が
苦
し
ん
で
い
ま
す
。
日
本
で
は
、
石
油
備
蓄
が
あ
り
、
ガ
ソ
リ
ン
代
補
助
で
今
の
と
こ

ろ
は
何
と
か
な
っ
て
い
ま
す
。
ロ
シ
ア
の
プ
ー
チ
ン
や
中
国
の
習
近
平
の
独
裁
政
治
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
ア
メ
リ
カ
の
ト
ラ
ン
プ
ま
で
が
軍
国
主
義
の
王
様
に
な
っ
て
い
ま
す
。
21
世
紀

の
地
球
の
人
類
は
、
こ
ん
な
こ
と
を
や
っ
て
い
た
ら
、
絶
滅
危
惧
種
に
な
っ
て
い
く
の
で
は
な

い
か
と
暗
澹
た
る
心
境
で
す…

…

。 

会
員
の
皆
さ
ん
の
健
康
無
事
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。 

 

芹沢文学研究会・事務局／ 🏣872-1651 大分県 国東
くにさき

市国東町浜
はま

4765 小串
お ぐ し

信正方   ☎FAX 0978-77-0565 
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芹
沢
文
学
論
① 

 
芹
沢
光
治
良
の
随
筆 

 

＝
随
筆
と
随
想
集
の
出
版
に
つ
い
て
＝ 

 
 

小
串 

信
正 

 

芹
沢
光
治
良
は
、
文
学
者
と
し
て
小
説
だ
け
で
な
く
随
筆
・
評
論
そ
し
て
紀
行
文
も
多
く
創
作
し
ま
し
た
。 

 

随
筆
は
エ
ッ
セ
イ
で
す
が
、
芹
沢
光
治
良
は
随
想
と
も
言
っ
て
い
ま
す
。
中
学
の
時
に
書
い
た
も
の
は
作
文 

 

と
言
え
ま
す
が
、
学
友
会
報
に
二
年
生
の
時
に
「
夜
の
歸
り
道
」、
三
年
生
で
「
記
念
館
、
心
の
ひ
ゞ
き
」、
五 

 

年
生
に
「
卒
業
間
際
に
」
を
書
い
て
い
ま
す
。
文
才
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
ま
す
。
一
高
の
二
年
生
で
文
芸 

 

部
委
員
と
な
り
、「
失
戀
者
の
手
紙
」
を
寄
稿
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
随
筆
的
な
作
品
で
す
が
、
自
己
の
体
験
で 

 

な
く
先
輩
の
こ
と
を
書
い
た
こ
と
で
は
小
説
と
も
言
え
ま
す
。
巴
里
に
留
学
し
、
結
核
と
な
り
、
フ
ラ
ン
ス 

 

や
ス
イ
ス
の
高
原
療
養
所
で
闘
病
し
た
時
に
空
想
し
て
宙
に
書
い
た
も
の
も
随
筆
的
な
も
の
と
言
え
ま
す
。 

  

『
芹
澤
光
治
良
作
品
集
』(

昭
和
四
十
九
年
十
月
十
五
日
新
潮
社
発
行)

の
第
九
巻
は
随
筆
集
で
す
が
、
そ
の
月
報 

「
思
い
出
す
こ
と 

九
」
に
、
芹
沢
光
治
良
は
随
筆
集
に
つ
い
て
書
い
て
い
ま
す
。「
私
は
今
日
ま
で
た
く
さ
ん 

 

随
筆
を
書
き
ま
し
た
。
戦
前
に
三
冊
の
随
筆
集
を
出
し
ま
し
た
。」
と
書
い
て
い
ま
す
が
、 

 
 

①
『
収
穫
』(

昭
和
16
年
12
月
11
日 

東
峰
書
房
発
行) 

 
 

②
『
文
學
と
人
生
』(

昭
和
17
年
12
月
30
日 

全
国
書
房
発
行) 

 
  

③
『
文
藝
手
帖
』(

昭
和
18
年
４
月
30
日 

同
文
社
発
行) 

 

の
三
冊
で
す
。 

「
私
に
と
っ
て
、
随
筆
は
日
記
の
代
り
の
こ
と
も
あ
り
、
外
部
の
事
象
が
私
の
心
に
投
影
し
た
も
の
を
、
デ
ッ 

 

サ
ン
の
よ
う
に
書
き
と
め
た
も
の
も
あ
り
、
私
の
な
か
の
も
う
一
人
の
私
と
の
対
談
で
あ
っ
た
り
し
て
、
私 

 

は
随
筆
を
好
ん
で
描
き
ま
す
。」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
戦
後
に
は
、
次
の
随
筆
集
が
出
版
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

④
『
幸
福
へ
の
招
待
』(

昭
和
28
年
6
月
30
日 

要
書
房
発
行) 

 
 

⑤
『
こ
こ
ろ
の
窓
』(

昭
和
41
年
1
月
10
日 

新
潮
社
発
行) 

 
 

⑥
『
人
生
に
つ
い
て
・
結
婚
に
つ
い
て
』(

昭
和
42
年
5
月
25
日 

新
潮
社
発
行) 

     

⑦
『
こ
こ
ろ
の
旅
』(

昭
和
44
年
5
月
20
日 

新
潮
社
発
行) 

  
 

⑧
『
生
き
る
こ
と
書
く
こ
と 

ー
わ
が
人
生
観
ー
』(

昭
和
51
年
9
月
30
日 

大
和
出
版
発
行) 

     

⑨
『
こ
こ
ろ
の
広
場
』(

昭
和
52
年
４
月
15
日 

新
潮
社
発
行) 

     

⑩
『
こ
こ
ろ
の
波
』(

昭
和
57
年
10
月
15
日 

新
潮
社
発
行) 

 

『
芹
沢
光
治
良
文
学
館
』
の
11
巻
と
12
巻
に
は
エ
ッ
セ
イ
が
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
は
、
紀
行
文
や 

 

評
論
・
自
伝
も
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
10
巻
の
随
筆
集
か
ら
精
選
し
て
、
何
巻
か
の
文
庫
版
で
出
版
す
る
こ 

 

と
を
提
案
し
ま
す
。
新
潮
文
庫
か
岩
波
文
庫
で
出
版
し
て
欲
し
い
と
念
願
し
て
い
ま
す
。 

〔
令
和
８
年
４
月
〕 
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